
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

平

成

二

十

九

年

度

自

衛

官

第

五

次

募

集

（

自

衛

危

機

管

理

課

官

候

補

生

）

○

優

良

図

書

の

推

奨

男

女

共

同

参

画

青

少

年

課

○

有

害

図

書

の

指

定

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

指

定

通

所

支

援

の

事

業

の

廃

止

の

届

出

障

害

福

祉

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

【

公

告

】

○

平

成

二

十

八

年

度

不

服

申

立

て

の

処

理

状

況

総

務

学

事

課

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

設

立

認

証

の

申

請

県

民

生

活

交

通

課

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催

の

中

止

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

岡

山

県

公

報

平成２９年１０月１３日 第１１９３１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
平
成
二
十
九
年
度
募
集
の
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
で
、
か
つ
、

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に

該
当
し
な
い
も
の

三

受
付
期
間

平
成
二
十
九
年
十
月
十
六
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
二
日
ま
で

四

採
用
試
験
種
目

１

筆
記
試
験

２

口
述
試
験

３

適
性
検
査

４

身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
又
は
同
月
二
十
六
日

七

試
験
場

１

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

２

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

八

採
用
予
定
時
期

平
成
三
十
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

そ
の
他

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
次
に
掲
げ
る
自
衛
隊
岡
山
地
方
協

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域
事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所
に
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt
p:/

/w
ww
.m
od
.g
o.
jp/

pc
o/
ok
ay
am
a/
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
号

。

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
七
条
の
規
定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
特
に
有
益
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
推
奨
す
る

）
（

、

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

番
号

図
書

名
著

者
発

行
所

対
象

１
と
ら
き
ち
の
い
い
と
こ
ろ

Ｈ
＠
Ｌ

作
・
絵

フ
レ
ー
ベ
ル
館

幼
児

２
と
り
こ
し
ふ
く
ろ
う

滑
川

ま
い

著
白

泉
社

〃

３
こ
う
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く

く
す
の
き

し
げ
の
り

作
講

談
社

小
学
生
（
低
）

黒
須

高
嶺

絵

４
６
こ
の
点

点
字
を
発
明
し
た
ル
イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
の
お
は
な
し

ジ
ェ
ン
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

文
岩
崎
書
店

〃
（
低
）

ボ
リ
ス
・
ク
リ
コ
フ

絵

日
当

陽
子

訳

５
選
べ
る
図
鑑
絵
本

日
本
地
図
の
迷
宮

改
訂
版

瀧
原

愛
治

絵
学
研
プ
ラ
ス

〃
（
中
）

井
田

仁
康

監
修

６
き
の
こ
の
ふ
し
ぎ
え
ほ
ん

山
本

亜
貴
子

作
・
絵

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

〃
（
高
）

保
坂

健
太
郎

監
修

７
わ
た
し
の
苦
手
な
あ
の
子

朝
比
奈

蓉
子

作
ポ
プ
ラ
社

〃
（
高
）

酒
井

以
絵

８
珍
獣
ド
ク
タ
ー
の
ド
タ
バ
タ
診
察
日
記

動
物
の
命
に
「
ま
っ
た
」

田
向

健
一

著
ポ
プ
ラ
社

〃
（
高
）

な
し
！

９
ス
カ
ー
ト
は
か
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
か
？

ジ
ャ
ー
ジ
で
学
校

名
取

寛
人

著
理

論
社

中
学

生

マ
ッ
ト

和
子

イ
ラ
ス
ト

１
０

ナ
ビ
ラ
と
マ
ラ
ラ
「
対
テ
ロ
戦
争
」
に
巻
き
込
ま
れ
た
二
人
の
少
女

宮
田

律
著

講
談

社
〃

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
五
号

岡
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号

第
十
条
第
一
項
の
規

）
（

定
に
よ
り

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
図
書
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

、

。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

番
号

種
別

名
称

発
行
者
等

１
雑

誌
封
印
発
禁
Ｔ
Ｖ
Ｄ
Ｘ
前
人
未
踏
！
超
拡
大

ミ
リ
オ
ン
出
版

号
放
送
禁
止
問
題
映
像
１
０
０
＋
α

２
月
刊
誌

実
話
ナ
ッ
ク
ル
ズ

１
０
月
号

ミ
リ
オ
ン
出
版

３
〃

ａ
ｙ
ａ

１
０
月
号

宙
出

版

４
〃

Ｂ
Ｏ
Ｙ
’
Ｓ
ピ
ア
ス

１
１
月
号

サ
ン
・
メ
デ
ィ

ア
レ
ッ
プ

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
六
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

ア
イ
ン
薬
局
吉
備
中
央
店

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
吉
川
七
五
二
〇

一
〇

平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

－

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

そ
う
ご
う
薬
局
笹
沖
店

倉
敷
市
笹
沖
二
〇

一

平
成
二
十
九
年
十
月
十
日

－

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
八
号

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

お
ひ
さ
ま

早
島
事
業
所

２

所
在
地

都
窪
郡
早
島
町
早
島
二
二
九

五

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

株
式
会
社
Ｈ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
Ｕ
Ｇ

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
下
中
野
三
二
三

一
一
三

－

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
九
月
三
十
日

四

事
業
所
番
号

三
三
五
二
六
〇
〇
〇
四
七

五

事
業
の
種
別

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

南
浦
金
光
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新

一
五
九
・
〇

浅
口
市
金
光
町
佐
方
三
〇
四
四
番
三
地
先
か
ら

一
四
・
〇
～

浅
口
市
金
光
町
佐
方
三
〇
三
二
番
七
地
先
ま
で

二
七
・
八

旧

一
五
九
・
〇

浅
口
市
金
光
町
佐
方
三
〇
四
四
番
三
地
先
か
ら

一
四
・
〇
～

浅
口
市
金
光
町
佐
方
三
〇
三
二
番
七
地
先
ま
で

二
五
・
四

平成２９年１０月１３日　岡山県公報　第１１９３１号



〔
四
三
八
〕
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
六
十
八
号
）
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
同
法
第
八
十
四
条
に

規
定
す
る
不
服
申
立
て
（
岡
山
県
行
政
情
報
公
開
条
例
（
平
成
八
年
岡
山
県
条
例
第
三
号
）
及
び
岡
山

県
個
人
情
報
保
護
条
例

平
成
十
四
年
岡
山
県
条
例
第
三
号

に
基
づ
く
審
査
請
求
を
除
く

の
処
理

（

）

。
）

状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

審
査
請
求
の
処
理
状
況

一

請
求
件
数

一
九
件

二

処
理
の
内
容
別
の
件
数

認
容

〇
件

棄
却

四
件

却
下

一
件

取
下
げ

二
件

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
処
理
が
終
了
し
て
い
な
い
も
の

一
二
件

三

根
拠
法
令
別
の
件
数

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）

二
件

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
二
十
三
号
）

四
件

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

九
件

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

一
件

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第

三
件

百
三
十
四
号
）
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〔
四
三
九
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
月
四
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
オ
リ
ー
ブ
の
家

三

代
表
者
の
氏
名

山
本

康
世

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
中
島
二
三
二
番
地
一
一

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
貧
困
母
子
家
庭
に
対
し
て
、
社
会
復
帰
、
就
職
、
再
婚
、
出
産
で
き
る
環
境
作
り

の
支
援
活
動
、
更
に
Ｄ
Ｖ
（
精
神
的
パ
ワ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
を
含
む
）
に
悩
む
女
性
と
子
供
の
一
時

保
護
シ
ェ
ル
タ
ー
を
完
備
し
、
専
門
家
に
よ
る
心
の
ケ
ア
を
行
う
。
家
庭
内
や
男
女
間
で
問
題
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
交
流
会
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
で
貧
困
、
Ｄ
Ｖ
を
防
止
し
、
社
会
貢
献
し
て
い
く
。
ま
た
こ
の
活

動
を
通
し
て
、
人
の
心
も
身
体
も
明
る
く
健
全
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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〔
四
四
〇
〕
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
付
け
で
公
告
し
た
次
の
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
関
す
る

公
聴
会
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
開
催
を
中
止
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県

代
表
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

中
止
す
る
公
聴
会

公
聴
会
に
係
る
都
市
計
画
の
案

公

聴

会

の

開

催

期

日

公
聴
会
の
開
催
場
所

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
の
変

平
成
二
十
九
年
十
月
十
八
日
午

総
社
市
中
央
一
丁
目
一

更

後
二
時
か
ら

番
一
号

総
社
市
役
所
西
庁
舎
三

（

）

階
三
〇
一
会
議
室

東
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〔
四
四
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
北
溝
手
字
荒
神
後
四
〇
八

四
八
、
四
〇
八

四
九

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
笹
沖
五
〇
九

四

－

山
本

恭
平

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
六
六
号
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